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一、

受
話
一
山
・
以
光
即
川河
川川
川
仰
を
－
ん
が
ん
川
の
ぶ
U
U

と
す
る
と
と
は
、
十
υ米
川
知
の
山
’
必
？
ゎ
，U
3
m
m
乙
に
・
九
け
が
川
帆

ω
仰
は
乞
芝
川
す
る
時
は
．

川
必
川
川
い
に
以
山
川
止
を
則
す
る
と
ぷ
ふ
が
知人」
仰・
一一川
山口
に
一日
し
、
忽
問
と
し
て
木
山
－
h
ぃ
川
仁
川
～
山
下
一
一
生
－
い
ふ
ら
さ
ら
な
士
ゃ
れ
1
Uは
し
む
る

K
X
ムリベ
H
U
れ
門
下
と
し
て
大
に
元
ふ
ベ
4
・．，f
山
々
の
伏
止
出
で

b
る
と
氾
ふ

o
dに
机
γ
へ
の
二
．一一をい作
・
せ
ん
か
‘
払
い
吋
は
仰
い
九
い
や
（
一

日仏

二
一
）
に
は
、

悦
ば
し
か
ら
ん
川
も
ヘ
ユ
川
の
悦
び
は
少
の
巾
の…
…y
．
一山山山
九州
1
一の
陀
び
こ
”
て
い
，
U

の
い
は
て
な

μ
と
U
MUし
バ
せ
て
父
ぃ
川
コ
…W
べ
店
主
続
日
れ
し
に
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九
郎
・ぃ
札
郎
は
仰
い
込んや

（
一
氏
一
一
一
」

l土

mm山
竹山
川
上
へ
ま
引

γり
せ
め
ひ
た
ら
ん
川
州
当
ね
あ
や
べ
し

又ト
A

川
山
町
人
4h

川
御一
弘
一
や
（
一
八

O
九〉

L 

よ
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市
内
川
肢
か
〈
必
仰
い
也
市
中
（
一
七
二
八
）

に
は

山
川
所
応
の
人
の
凶
よ
・
〕ぃ
k
’台
、一
山小
山
一－W
七
は
ひ
な
か
る
べ
し
れ
ひ
な
か
一臼
ベ
し

往
生
に
は
以
山
川
七
へ
ま
い
ら
せ
ね
ふ
ベ
し

忽

h
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現

山

等
（
光
日
反
者
二

O
六
五
〉
と
、
何
れ
も
未
来
を
期
す
る
敵
き
に
拝
せ
ら
れ
る
、
凶
て
未
来
往
生
の
汗
土
思
想
と
知
似
の
行
方
が
想
像

せ
ら
れ
る
の
で
る
る
、
加
之
江
・
木
間
土
ま
で
も
悉
皆
成
仰
と
説
く
広
口
｛
一以
の
政
主
と
拡
だ
懸
隔
あ
る
文
・
守同
に
し
て
、
山
ホ
徒
の
安
心
b
L
惑
飢
せ

し
む
る
－逼
な
し
と
し
も
仏
い
。
ル
ち
見
山
浄
土
と
は
如
何
怠
る
応
か
、
又
如
何
様
に
似
併
す
べ
き
か
、－
ル
一
所
依
の
法
掛
川
刊
と
他
の
仰
遺
文
と

の
毘
立
を
窺
ひ
、
以
て
安
心
の
雌
討
を
期
し
た
い
と
忠
ふ
。
同
じ
侍
辺
の
師
に
し
て
、
川
中
は
現
’犯
の
矢
作
即
成
－
P
7玉
川
町
し
‘
乙
は
米
必
の

往
生
成
仰
を
説
明
す
る
と
せ
ん
か
、
聴
衆
甚
だ
迷
は
ざ
る
を
件
な
い
。

雨
式
の
何
れ
を
点
と
し
て
之
に
就
く
べ
き
か
、
私
は
嘗
て
斯
か
る

質
疑
に
答
ふ
べ
き
資
任
を
感
じ
、
只
つ
一
千
生
の
信
一
院
を
聞
い
て
解
決
の
鍵
を

m（
へ
た
と
と
が
あ
る
c
八
J

の
問
聞
は
と
の
鍵
に
よ
っ
て
閃
か

れ
た
法
必
の

一
例
に
も
し
か
な
い
で
あ
ら
う
ο

一一、

先
づ
法
泉
純
木
川
お
け
ば
円
川
を
川
い
て
向
我
仰
の
文
に

aRれ
ば
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．
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不
円
仙
川
身
命
時
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及
衆
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い
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話
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花
此
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減
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1
Vふ品

1
2古
ピ
一u
t
BJ
F

1
a
u

と
、
仰
陀
川
現
川
市
布
一
必
法
の
住
出
で
あ
る
と
と
は
明
附
に
拝
せ
ら
れ
る
、
明
治
山
は
・
旧
制
陀
問
主
．A
h
岐
に
接
す
る
第

一
の
高
山
守
間
関
山

で
、
親
し
く
法
弔
問
刊
を
北
か
れ
た
の
で
あ
る
、
二
此
三
合
と
脱
し
て
ほ
お
命
け
を
一
応

一
合
と
す
る
も‘

ル…〈川山小川
山
の
い
店
主
で
あ
る
か
ら
、

んが
肌
は
か
の
机い
川
一
以
14
片
山
を
付
し
て
、
法
山
一
合
俄
川
以
来
散
（
御
義
下
七
〉
と
仰
せ
ら
れ
て
肘
る
。
月
上
は
守
口
不
町
市
住
不
法
の
本
土

（本
仰
の
所
仕
い
た
る
本
間
土）

で
、
山
町
我
在
成
例
以
必
と
山
知
本
し
て
見
れ
ば
、
伽
耶
始
成
刊
日
日
迦
牟
厄
帥
説
法
の
掠
山
も
・
仁、，
t
・山下
士寸’
P
Hh
呆

IHJ引
h

ノ

H
・7
’d

光
の
本
土
と
な
っ
て
、
料
等
の
打
J
h

円に

mm山
河
土
の
問
字
を
添
加
す
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
故
に
法
ル
川十
ん－ぶ
門
店
仰
訟
血
波
（
九

－
七
》

の
始
に
は

久
述
ぬ
山
川
三
身
即

一
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と
云
ふ
、

是
は
仮
令
後
人
の
似
却
に
む
す
と
す
る
も
、
前
の
血
臥
妙
だ
け
で
充
分

εあ
る。

上
氏
担
げ
た
る
自
我
悩
の
・ズ
に
は
‘

明
紀
以
山
品
作
土
と
あ
れ
ど
も
、

tF

一

t
k
J／
を
サ
ね
る
と
企
は
一一山山品川び’
げ
止
の
え
な
く

一以
て
久

述
以
来
ζ

の
裟
裟
枇
ω仲
に
作
っ
て
必
円
以
牧
化
す
と
ん
－A
ふ
が
吹
ζ

ド
J

．、
t
F
J
j
，．

T

Y
オ

nuvい
れ
J
と
一
千
H

べ
き
で
あ
り
勺
‘
似
し
亦
除
山
に
於
て
も
衆
生

を
部
利
す
と
あ
る
を
ぱ
飴
の
三
止
（
方
．山
辺
町
出
・
バ
t

d

f

’d
・7
」
と
比
る
と
と
が
川
必
る
・
川辺
b
L
X

，

A

t

“
同
叫
に
七
っ
て
常
に
此
民
性
し
て
訟
を
い必
く
と

述
べ

、
火
山
品
に
小
川却お
山

（
裟
此
百
品
円
以
〉
及
び
飴
の
誌
の
佐
山

（託
行
の
3
h
u
J

E
t

－
－」

九
泊
り
と
山
川
、
し
て
い
川
・

1
裟
裟
の
川
知
上
と
町
も
・
本
よ

り
詑
口
山
憾
の
行
を
浦
じ
た
る
叩
身
仰
の
花
店
と
川
ん
れ
ば
、

と
の
詰
－
仲一一
山
を
白
川以
土
と
す
べ
き
（
一
大
台
の
所
比）

で
あ
る
が
、

本
仰
山
口巾花
の
木

土
と
見
れ
ば
常
信
尤
土
（
活
文
九
一
七
）

と
す
べ
き
が
本
常
で
あ
る。

と
の
お
位
一
小
一
犯
の
本
土
こ
そ
、
一
二
災
川
幼
に
件
へ
ら
れ
ざ
る
安
ね

不
忠
の
呼
土
で
な
け
れ
ば
な
コ
h
u
o
t－
－
’A

T

け
臥
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ヌ
本
仰
の
知
H
ん
に
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る
俳
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ωな
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で
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U

．
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主
人
一一－
M
升
之
羽

等
と
んハ
旬
の
知
見
の
沼
り
な
ぎ
を
切
に
し
－

mに
裟
些
乞
佐
山叫ん州
市
の
段
土
と
は
る恥
K
K
3
4下
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1
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L
カ
ら
さ
る
を
川
ら
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片
h
d
O
R
h

’Es
d
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a
’’

d

’
V
A三

党
沙
京情
処
世
凶
外
の
忠
治
山
を
兆
hrdh以
花
山
下
土
と
す
る
と
と

t
、
．入

；

羽
1

．
、
ド
？
：
ー
；

光
の
四L
I
z
－－ま

L
、

．

ノ

j

l

オ
｛
の

3
ん
と
オ
似
の
灼
析
と
み
仙
川
川
必
の
ゆ
日以
t
f
－に
よ
り
て

・
怒
川
淀
川引
hd

L
Jゐ
J
d

泊
一
仰
止
の

F
H
が
示
現
せ
ら
？
辺
刊
で
②
る

013卸
（
九
三
九
）
去
十
ノ
安
接
持
蹴
ニ
一

一一に
し

U

四
劫
↓
作
一
仕
ノ
持
土
す
と
仰
せ
あ
る
も
の
即
ち
是
れ
で
あ
る
。

上
山
民
法
輩
出
制
説
の
訪
れ
江
川
川
に
依
て
、
鉱
山
市
土
の
良
相
を
時
辿
し
た
が
‘
法
堆
粧
を
訟
か
れ
た
る
忠
世
山
を
‘
此
の
箆
悼
公
世山
弥
陀
於
け

Z主

山
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山

おZ

土

事車

四

る
寂
光
川町
土
に
指
定
せ
ら
れ
た
抜
で
あ
る
、
然
し
仰
政
の
頼
れ
た
る
印
度
の
現
航
よ
り
削
る
と
き
は
、
二
十
何
甘
い
紀
か
を
陥
て
た
る
、
品ヰ

い
帥
陀
の
活
断
、
而
か
も
常
時
の
ん
ぷ
説
的
文
化
h
f

一
偲
ぶ
べ
く
、
飴
り
に
荒
れ
は
て
た
山
上
の
瓜
杓
’
p
－
し
て
、
明
か
そ
の
名
丹
、を
明
む
る
に

過
ぎ
ぬ
で
る
ら
う
o
A
（
れ
で

ι仰
仕
犯
の
れ
典
を
信
や
る
心
よ
り
、
活
に
之
を
削
除
し
到
し
く
設
に
会
芥
す
ろ
な
ら
ば
、
例
制
と
し
て
の

民
的
に
相
述
は
な
く
、
氏
Jυ
仰
山
な
さ
出
さ
へ
起
る
で
あ
ら
う
、是
が
常
性
に
し
て
減
せ
ぎ
る
門
川
口
の
胤
允
と
も
．
X
ふ
べ
き
も
の
で
る
る
。

そ
れ
は
珍
い
抑
…
者
の
行
蹴
と
し
て、

物
日
的
に
は
似
成
い
民
改
を
よ
ぎ
な
く
せ
ら
る
L
と
と
が
あ
っ
て
も
、
精
神
的
に
は
何
う
す
る
と
と
も

山
必
な
い
・
水
述
不
減
の
も
の
が
天
地
什
然
と
共
に
成
る
で
あ
ら
う
、
共
此
に
法
旅
行
必
ポ
の
向
山
が
あ
り
、
民
山
川
止
の
刊
恕
凶
怖
が
る
る

と
川
心
ふ
。

京
し
ζ

の
料
品
と
思
想
と
比
一
日
り
な
し
と
せ
ん
か
、
在
人
も
亦
た
何
万
の
柑
黙
を
削
ふ
枝
氏
、
波
山
印
山
の
川
辺
山
住
生
を
則
す
べ

き
が

如
く
に
忠
は
れ
る
‘

mmし
え
は
科
か
川
サ
い
の
紅
際
的
教
化
の
合
川
山
院
に
限
ら
れ
た
刊
で
‘
所
川
近
仙
の
口
ひ
に
比
す
べ
き
で
あ
る
、
抗日
人
は

印
度
川
現
心
持
迎
仰
に
即
し
て
久
巡
の
本
怖
を
仰
ぐ
松
に
、
主
合
披
外
の
市
町
山
山
に
即
し
て
法
外
の
符
允
を
矧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
f一尚北日
聞
は

如’
h

ハA
の
凶
川
本
を
正
立
と
す
る
が
此
に
、
如
必
の
如
討
の
知
見
に
約
し
て
、
安
婆
即
位
止
を
允
川
閉
山
1

・b
－
札
た
こ
と
は
前
述
の
泊
り
で
あ
る
。

さ
れ
ば
如
米
の
滅
後
に
五
っ
て
も
、

法
作
小
川
い
ゲ
ゲ
一
如
法
に
誌
き
如
れ
に
行
や
る
出
は

如
何
な
る
阿
止
に
も
あ
れ
、
常
此
山政
山
に
和
一
し
洋
土

と
川
山
は

μ
ば
な
ら
ね
、
円
以
を
川
口
砂

（
七
九

O
）
に
は
お
坑
樹
木
を
辿
ベ
市
川
り
て

A
F
似
前
法
門
に
し
て
十
万
を
件
止
と
抗
し
て
此
止
を
紋
土
と
設
か
れ
し
を
打
ち
か
へ
し
て
、
此
士
は
十
小
」
1
一
な
り
十
J
の
川
土
は
公
挫
の

続
止
と
な
る

と
述
べ
、

又
附
・
ω
似
品

（
二
山
・九
）

l土

川
前
J
4
W

土
n

久
法
一
山
政
〆
げ
・
ん
丸
山
仲
ノ
川
判
明
J
M
土
，言
行
品
川
持
続
土
也
稿
文山
口一任問－
一定
三
従
J
．
汁
上
リ
時
比
，
小
仁
川
即
に
～
一

4

．w上
p
q
ト了？

の
文
は
、

世
凶
升
を
仰
の
所
十
仰
ぐ
去
し
刊
）
と
な
し
、
抗、
小
の
人
知
一
切
れ
ザ
一
仰
の
チ

（
刻
化
）
と
川U
ひ

久
一
切
の
北
山
以
前
（
帥
日）

を
fモ

と
辿
．
へ
給
ひ
、
制作一容
自
ら
控
袈
秋
山
仲
の
民
一治
山
に
店
し
て
、
我
が
身
の
本
布
引
を
則
す
と
川
ハ
日
比
、
所
伏
の

M
止
の
合
引
を
定
十
ハ
い
の

rw止
と
栴

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四

－
児
陀
仰
身
と
山
間
土
即
ち
仰
陀
と
朴
一
”
が
と
の
附
係
を
考
へ
て
比
る
に
、

mJ山M
H
川の

今
此
三
回
外
山
村
川
記
我
引
い
川
…
中
栄
作
一
悉
北
川
子
乃
峨
我
一
人
能

η救
A
の
しえ
及
び
丸
山
山
川
の

h
見

L
L

士、「
p
d
p
A

・3

・EC
．、丸
a
J

：・』
p

－t
i
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q
d
D

ゴ
ヨ
配
1
正
明
列
T
一川和
λ
机
村
山
刊
山
中
叫

M
A

る
の
で
あ
る
。
共
故
に
州
凶
作
目
れ
に
は

と
な
し
、
共
此
K
却
。

て
も
切
れ
な
い
別
総
聞
係
を
明
に
す
る
と
北
ハ
に
、
仰
は
伏
制
作
の
北
ムハ
剛
山
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ζ

と
を
ぶ
さ
れ
て
ゐ

間
作
刈
一
牟
厄
仰
プ
名
勺
凡
市
川
町
一
巡
郡
川
四
一
切
山
刀
づ
俳
ノ
住
民
プ
名
一
ん
い
川
寂
光
↓

と
設
き
、
提
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